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【短 報】 産業動物I

肺血栓塞栓症を併発した多発性杖贅性心内膜炎の

ホルスタイン種乳牛の1症例
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要 約

猪熊 壽 1)

10歳3カ月齢、 分娩後6カ月のホルスタイン種雌乳牛が食欲廃絶を主訴に受診した。 第4病日に鼻出血、 呼

吸困難、 泡沫性鼻漏、 頸静脈怒張拍動を認めたため、 後大静脈血栓症を疑診した。 血液凝固線溶系検査を実施

したところ、 プロトロンビン時間と活性化部分トロンボプラスチン時間は正常であったが、 血漿 D-dimer の増

加が認められた。 聴診により左心基底部を最強点とする収縮期雑音および左右前胸部における粗励な肺音を聴

取した。 心臓超音波検査により肺動脈弁に 8 x4. 5 cm 大の税贅物を認め税贅性心内膜炎と診断した。 病理解剖

では肺動脈弁の他に、 大動脈弁と僧帽弁にも小型税贅物が認められ、 また右肺の肺動脈分岐部付近に直径3 X 

7cm 大の血栓を認めた。 D-dimer は牛においても血栓形成マ ーカーとなり得ると考えられた。
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牛の税贅性心内膜炎は細菌が心内膜に付着して炎症性

変化を起こす疾患であり、 特に弁膜には税贅物が形成さ

れることが多い[l]。 右心の税贅物は肺血栓塞栓症を、

左心の税贅物は牌臓や腎臓の梗塞を起 こ すことがあ

る [2、3]。 今回、 多発性枕贅性心内膜炎に肺血栓塞栓症を

併発したホルスタイン種乳牛の症例を経験したのでその

概要を報告する。 また、 血漿 D-dimer は医学・小動物領

域では血栓形成マ ーカー として用いられているが [4、5]、

牛では血栓塞栓症との関連が調べられていないので、 血

漿 D-dimer 測定の臨床的意義についても検討した。

症 例

症例は10歳3カ月齢、 分娩後6カ月のホルスタイン種

雌乳牛で、 食欲廃絶を主訴に受診した。 第4病H に鼻出

血、 呼吸困難、 泡沫性鼻漏および頸静脈怒張拍動が認め

られたため、 後大静脈血栓症(CVCT)が疑われた。 そ

の後安静にして経過を観察したが、 一般状態は改善せず、

第15病日に病性鑑定のため帯広畜産大学に搬入された。
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搬入時、 体温39.0℃、 心拍数72回／分、 呼吸数24回／分

で、 削痩が顕著であった（図1)。 聴診では左心基底部

を最強点とする収縮期雑音、 左右前胸部における粗励な

肺音が聴取された。 その他、 透明鼻汁、 乾性咳嗽、 頸静

脈怒張拍動、 左肩部に15 cm 大の実質感のある腫瘤が認
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